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獨
協
大
学
外
国
語
学
部
ド
イ
ツ
語
学
科
教
授
。
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
課
程
博
士（
文
学
）。
東

京
大
学
助
手
等
を
経
て
現
職
。
日
本
独
文
学
会
所
属
。
専
門
は
ド
イ
ツ
近
現
代
文
学
・
批
評
理
論（
主
に
ヴ
ァ
ル

タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
）。
主
な
論
文
に「
媒
質
と
記
憶
」（『
記
憶
と
記
録
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）、

「
哲
学
の
焦
点
と
し
て
の
物
に
つ
い
て
」（『
ド
イ
ツ
学
研
究
』
第
六
十
五
号
、
二
〇
一
二
年
）、「
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
、

流
浪
と
哀
悼
の〈
現
在
〉」（『
ド
イ
ツ
学
研
究
』
第
六
十
八
号
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

研
究
発
表
Ⅱ
　
イ
メ
ー
ジ
の
歴
史
、
歴
史
の
イ
メ
ー
ジ

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
ド
イ
ツ
語
圏
の
美
術
史
家
た
ち

工
藤
　
達
也
（
獨
協
大
学
）

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
著
書
『
複

製
技
術
時
代
の
芸
術
作
品
』の

な
か
で
、技
術
革
新
と
、大
衆

と
い
う
新
し
い
受
容
者
の
出

現
に
よ
っ
て
、既
成
芸
術
の
あ

り
方
が
変
容
を
迫
ら
れ
て
い
る

一
九
三
〇
年
代
の
精
神
状
況
を

訴
え
か
け
た
。そ
こ
で
大
衆
と
芸
術
と
の
関
係
を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
、建
築
物
の
あ
り
方
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。建
築
物
は
二
重
の
し
か

た
で
、す
な
わ
ち
「
触
覚
的
」な
ら
び
に
「
視
覚
的
」に
受
容
さ
れ
る
。

「
視
覚
的
」と
は
、絵
画
を
鑑
賞
す
る
と
き
の
よ
う
に
精
神
を
集
中
し
て

見
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、対
す
る
「
触
覚
的
」と
い
う
概
念
は
、建

築
物
の
な
か
を
歩
き
回
る
よ
う
に
時
間
や
経
験
を
含
む
知
覚
の
あ
り

方
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。視
覚
的
な
受
容
が
「
注
目
」と
い
う
方

法
で
な
さ
れ
る
の
に
対
し
、触
覚
的
な
受
容
は
「
慣
れ
」と
い
う
方
法

で
な
さ
れ
る
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
説
明
す
る
。そ
し
て
あ
る
状
況
下
に
お

い
て
は
、建
築
に
お
い
て
学
ば
れ
る
受
容
の
仕
方
、つ
ま
り
注
視
す
る

こ
と
よ
り
も
、と
く
に
意
識
す
る
事
な
く
常
態
的
に
目
に
触
れ
て
い
る

と
い
っ
た
受
容
の
仕
方
こ
そ
が
規
範
的
価
値
を
持
つ
と
述
べ
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、こ
う
し
た
「
慣
れ
」を
条
件
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
一

例
と
し
て
、カ
レ
ン
ダ
ー
と
そ
の
絵
柄
と
し
て
好
ま
れ
た
西
洋
絵
画

を
取
り
あ
げ
る
。着
目
す
る
の
は
、企
業
が
無
料
で
配
布
す
る
カ
レ
ン

ダ
ー
で
あ
る
。企
業
カ
レ
ン
ダ
ー
は
戦
後
日
本
に
お
い
て
広
く
普
及

し
、カ
レ
ン
ダ
ー
の
あ
り
方
と
し
て
定
着
し
て
い
た
（
一
九
八
〇
年
の

普
及
率
は
一
世
帯
あ
た
り
五
.
六
部
）。

西
洋
絵
画
を
よ
り
積
極
的
に
採
用
し
た
の
は
、業
界
別
に
見
れ
ば
銀

行
で
あ
っ
た
。銀
行
の
多
様
な
顧
客
に
好
ま
れ
る
絵
柄
と
し
て
甘
美
な

女
性
像
や
子
供
像
が
頻
繁
に
選
ば
れ
た
。な
か
で
も
一
九
六
〇
年
代

半
ば
か
ら
は
毎
年
複
数
の
銀
行
が
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
作
品
を
採
用
し
、

一
九
八
〇
年
か
ら
は
そ
れ
と
並
ん
で
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
の
作

品
が
繰
り
返
し
登
場
す
る
。銀
行
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、個
人
、中
小
企
業
、

大
企
業
、学
校
、病
院
な
ど
幅
広
い
対
象
に
頒
布
さ
れ
た
が
、そ
れ
に

よ
っ
て
こ
う
し
た
一
部
の
西
洋
絵
画
が
社
会
階
層
や
年
齢
問
わ
ず
多

く
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
西
洋
絵
画
の
ク
リ
シ
ェ
が
戦
後
の
日
本
で
広
く
人
口
に
膾

炙
し
て
い
く
過
程
で
、カ
レ
ン
ダ
ー
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
日
常
生
活
の

空
間
で
示
し
た
、注
視
を
要
請
し
な
い
「
触
覚
的
」な
受
容
方
法
が
そ
れ

な
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

獨
協
大
学
外
国
語
学
部
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
専
任
講
師
。主
な
論
文
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（
博
士
論
文
、パ
リ
第
一
大
学
、

二
〇
一
三
年
）、「
戦
後
日
本
に
お
け
る「
美
術
」：
美
術
教
育
と
西
洋
近
代
絵
画
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
」（『
フ
ラ
ン
ス
文
化

研
究
』第
四
十
六
号
、二
〇
一
五
年
）。

「
西
洋
絵
画
の
イ
メ
ー
ジ
」
普
及
と
日
本
の
カ
レ
ン
ダ
ー

阿
部
　
明
日
香
（
獨
協
大
学
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
表
に
当
た

り
、ド
イ
ツ
二
十
世
紀
の
批
評

家
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
の
初
期
の
『
ゲ
ー
テ

の
親
和
力
』と
『
ド
イ
ツ
悲
劇

の
根
源
』を
読
み
直
し
て
み
た
。

後
者
で
は
実
際
、美
術
史
家
の

名
前
と
し
て
リ
ー
グ
ル
や
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
、そ
し
て
パ
ノ
フ
ス
キ
ー

の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。特
に
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、ベ

ン
ヤ
ミ
ン
が
ゲ
ー
テ
批
評
で
確
立
し
た
、批
評
と
イ
メ
ー
ジ
と
の
対
立

が
産
み
出
す
弁
証
法
的
イ
メ
ー
ジ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
相
当
な
影
響
力

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、発
表
に
臨
ん
だ
。

　

ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
や
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
と
い
っ
た
美
術
史
家
と
同
様
、

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
思
想
形
成
も
新
カ
ン
ト
派
の
影
響
は
大
き
い
。お
そ
ら

く
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
と
深
い
親
交
が
あ
っ
た
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
、「
象

徴
形
式
の
哲
学
」と
い
う
カ
ン
ト
的
人
類
学
の
発
展
は
、ベ
ン
ヤ
ミ
ン

の
自
然
史
の
概
念
や
神
話
の
考
察
と
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
思
え
る
。

今
回
の
発
表
で
は
新
カ
ン
ト
派
の
超
越
論
的
方
法
な
方
法
を
芸
術

批
評
に
ま
で
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
発
展
さ
せ
た
の
と
対
蹠
に
ル
ー
ド
ヴ
ィ

ヒ
・
ク
ラ
ー
ゲ
ス
を
据
え
て
、ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
ク
ラ
ー
ゲ
ス
神
話
学
の

対
決
構
図
を
、弁
証
法
的
イ
メ
ー
ジ
の
原
型
と
し
て
考
察
し
た
。時
間

が
足
り
な
か
っ
た
の
で
詳
し
く
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、ベ
ン
ヤ
ミ

ン
の
ゲ
ー
テ
批
評
で
、美
の
仮
象
の
概
念
が「
崇
高
な
も
の
」や「
道
徳
」

に
対
置
さ
れ
る
の
は
、す
ぐ
れ
て
カ
ン
ト
的
な
意
味
を
帯
び
て
い
る
。

美
を
神
話
の
暴
力
か
ら
の
解
放
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
浄
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
同
時
代
の
文
化
的
な
危
機
的
状
況
を
ゲ
ー

テ
批
評
に
お
い
て
凝
縮
し
え
た
。ま
た
、こ
の
危
機
意
識
は
ヴ
ァ
ー
ル

ブ
ル
ク
が
十
五
世
紀
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
神
話
的
異
端
と
の
対
決
を
読

み
取
っ
た
こ
と
と
共
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
初
期
は
し
か
し
、あ
く
ま
で
イ
メ
ー
ジ
を
救
済
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
も
た
ら
す
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
あ
く
ま
で
視
覚
的
（
光

学
的
）で
あ
り
、後
に
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
触
覚
や
集
団
的
身
体
の
問
題
に

シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。後
期
の
「
複
製
芸
術
論
」や
「
パ
ッ

サ
ー
ジ
ュ
論
」の
重
要
な
主
題
は
ま
さ
し
く
作
業
の
手
な
の
だ
。そ
れ

は
ま
た
別
の
機
会
の
課
題
に
し
た
い
。


